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広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています
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平成18年4月1日現在　（　）は前月との比較�
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女  30，941人（+7）�
合計  60，634人（-41）�

世帯数  22，861世帯（+10）�
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4月28日～�
　5月21日�

春らしい暖かい日差しの中、4月7日に
市内９小学校で入学式が行われました。
松井ケ丘小学校では新たに100人の子
どもたちが入学。担任の先生から名前を
呼ばれると「はい！」と元気に返事をし
ていました。式で杉山武校長は、「今日
からみんなは松井ケ丘小学校の1年生。
元気いっぱい、楽しい思い出をたくさん
つくってください」と言葉を贈りました。
教室に戻った子どもたちは、真新しい

道具箱などを早速手にして、楽しそうに
見入っていました。
新入生の川岸裕太朗くんは、「勉強が
楽しみ」と、中西海斗くんは、「広い運
動場で遊びたい」など、小学校生活を楽
しみにしていました。
また、海斗くんのお父さんの中西智彦
さんは、「子どもにとって新しい生活が
始まるので、期待がふくらみます」と話
していました。

市内９小学校で入学式
新たな生活を楽しみに
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京都府女性の船参加者
府は、府内の女性に学習の機
会を提供し、女性たちの地域
づくりやＮＰＯ活動などへの
参加とネットワークの構築を
支援し、男女共同参画による
豊かな京都府づくりを目指し、
「京都府女性の船」事業を行っ
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社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

赤十字活動資金にご協力を
日本赤十字社は、5月を「赤
十字運動月間」として、社員
募集をはじめ、赤十字への理
解のために全国でさまざまな
キャンペーンを行っています。
赤十字の活動は、地震や台
風などによる災害時の救護活
動・支援活動を始め、救急
法・家庭看護法の普及、血液
事業の推進など、幅広い活動
を展開しています。また、戦
争や紛争で苦しむ人々への救
援活動をはじめ、国の内外を
問わず広域的な活動をしてい
ます。
これらの活動には、多くの
資金が必要であり、みなさん
からの資金的なご協力をお願
いします。
なお、昨年度に引き続き社
員制度の確立を目指して、毎
年500円以上のご協力をいただ
く場合でも、社員に登録され
るかどうかの意思確認をさせ
ていただきますので、ご理
解・ご協力をお願いします。
�社会福祉課（�64-1371）

グリーストラップの管理を
飲食店など業務用厨房から
の排水を公共下水道に接続す
るときは、グリーストラップ
を設置して、排水中に含まれ
る油分を取り除く処理が必要
です。ところが、グリースト
ラップが設置されていても清
掃が適切にされていないと、
油分が分離されずそのまま汚
ない水が流れてしまい、下水
管の詰まりや下水処理に支障
をきたします。定期的に点検
し、汚れていれば清掃するな
ど、グリーストラップの適切
な管理を行ってください。
�下水道課（�64-1353）
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傷を負い、うち3人が亡くなっ
た。学生たちの今と事故の記
憶とたたかう苦しみを見つめ
たドキュメンタリーを上映。
�同志社大学公認団体学生
テレビ局（�075-251-4444）

大住シンフォニック演奏会
4月30日�午後2時から、八
幡市文化センター。▼1部…ポ
ップスステージ▼2部…シンフ
ォニックステージ。700円（前
売り500円、中学生以下無料：
要整理券）。
�大住シンフォニックバン
ド　定期演奏会実行委員長
野島（�090-6968-0121）

第14回青葉の集い
▼歌謡発表…5月5日�・6日
�午前9時～午後5時、中央公
民館。▼展示…5月5日�～7日
�午前9時～午後5時、コミュ
ニティホール。出展サークル
はＫＯＮ’Ｓ鉄道クラブ。▼舞
台発表…5月7日�午後0時30分
～午後5時、中央公民館。
�文化協会（中央公民館内、
�62-2552）

高等研からのお知らせ
▼高等研「雅松庵」茶会…5
月13日�午後1時～3時30分、
国際高等研究所の茶室「雅松
庵」にて茶会。茶席は500円。
お点前体験コーナーは無料。
▼�国際高等研究所・�地球
環境産業技術研究機構・オム
ロン�京阪奈イノベーション
センタ合同見学会…5月17日�
午前10時から・午後1時30分か
らの2回、国際高等研究所正面
玄関集合。3つの研究所を順番
に見学。▼公開講演会…5月27
日�午後2時～4時、国際高等
研究所。テーマ「燃料電池が
開く社会と産業～エネルギー
研究最前線と地球の未来～」。
講師は大阪大学産業科学研究
所教授の吉田博さん。
�国際高等研究所（�73-
4001）

ています。
研修期間は6月15日	～19日

。なお、6月4日�に事前研
修を8月6日�に事後研修を行
います。訪問先は北海道で、
往路は客船（舞鶴港～小樽港）、
復路は航空機（新千歳空港～
関西空港）。対象は、府内に在
住する20歳以上（平成18年4月
1日現在）の女性で、次の項目
を満たす人。①この研修に参
加した体験を生かして、地域
社会の諸問題に積極的に取り
組み、女性団体の活動などで
リーダー的な役割を果たそう
とする意欲のある人②健康で
この研修に十分耐え得る体力
のある人③団体生活に適応で
きる人④事前研修から事後研
修まですべてに参加できる人。
募集人数は100人。参加費5万5
千円。府広域振興局または政
策推進課に備え付けの申込用
紙に必要事項を書いて、作文
（テーマ「私の活動の成果と課
題」原稿用紙800字以内）と一
緒に同課（〒610-0393京田辺市
田辺80）に送付。4月26日�必
着。参加者は、提出された書
類により府の選考会議で決定
されます。
�府女性政策課（�075 -
414-4291）

市民総体
▼バスケットボール…5月14
日�午前9時から、田辺中央体
育館。対象は、代表者が市内
に在住・通勤・通学する中学
生以上の人。1チーム2千円。4
月24日
までに申し込み。▼
ソフトテニス　ジュニアの部
…5月5日�・14日�・21日�
の午前9時～正午、田辺木津川
運動公園。対象は、市内に在
住する小学4年生から中学1年
生までの人。300円。4月28日
�までに申し込み。▼テニス
個人戦…5月14日�・21日�・

春のかぐや姫と竹フェスタ
かぐや姫と竹フェスタ実行
委員会は、新しく住民となっ
て暮らし始める同志社大学な
どの新入生と先輩の学生・市
民・商店の交流を深めるため、
「新入生・新住民歓迎！里の春
満喫　春のかぐや姫と竹フェ
スタ2006」（後援＝市など）を
開きます。
4月22日�午前11時～午後3
時、三山木地区仮設店舗広場。
▼模擬店▼学生によるたけの
こコンサート▼手作り地図
「京田辺マップくん」配布▼里
山再生プロジェクトなど
�かぐや姫と竹フェスタ実
行委員会（�62-7807）

ドキュメンタリー上映会
4月25日�午後1時～2時、同
志社大学京田辺キャンパス。
無料。ＪＲ福知山線脱線事故
で、同志社大学生34人が重軽
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京田辺市・同教育委員会・
同水道事業・同消防本部・同
選挙管理委員会（所長級以
上・4月1日付け）

【課長級】
産業立地室長　計画整備係
長事務取扱兼務　橋本善之▽
学校教育課長　東壽亮▽学校
教育課総括指導主事　長澤
昌子▽社会教育課指導主幹
中部住民センター所長事務取
扱兼務　中央図書館統括主幹
（中部分室担当）事務取扱兼務
杉本俊彦▽業務課長　営業係
長　事務取扱兼務　宮本実▽
選挙管理委員会事務局次長
選挙管理委員会事務局長事務
代理兼務　近藤廣史▽消防総
務課長　久保田義隆

【所長級】
草内保育所長　北村康代▽
三山木保育所長　登典子▽南
山保育所長　山澤知子▽田辺
児童館長　久保真澄▽田辺幼
稚園長　奥西美幸▽松井ケ丘
幼稚園長　井上多加子▽中央
公民館長　石田春喜▽北部住
民センター所長　中央図書館
統括主幹（北部分室担当）兼
務　田中明▽工務課薪浄水場
長　芹井幸雄▽消防総務課統
括主幹　総務係長事務取扱兼
務　上村信男▽予防課統括主
幹　指導係長事務取扱兼務
北尾敏行▽消防署消防第1課長
松本保弘▽消防署消防第2課長
南茂樹▽消防署消防第3課長
小林勝美▽消防署北部分署統
括主幹　消防第1係長事務取扱
兼務　小泉藤次▽消防署北部
分署統括主幹　消防第2係長事
務取扱兼務　井辻正治▽消防
署北部分署統括主幹　消防第3
係長事務取扱兼務　北川秀樹

【退職】
（所長級以上・3月31日付け）
総務部長　中村三敏▽経済
環境部次長　谷田敏実▽草内
保育所長　E尾栄子▽学校教
育課長　西川眞次▽市民課指
導主幹　平島俊和▽田辺幼稚
園長　北川民子▽工務課指導
主幹　宮原義光

就職した時�
（厚生年金等加入の場合）�

厚生年金・共済組合などへの
加入手続きをする�

第2号被保険者→勤め先�

結婚した時� 第3号被保険者の手続きをする
（配偶者に扶養される時）�

第3号被保険者→配偶者の勤め先�
配偶者が就職した時� 第3号被保険者の手続きをする�

（配偶者に扶養される時）�

会社を退職した時（本人）�
（厚生年金等の資格喪失の場合）�

国民年金への加入の手続きを
する�

第1号被保険者→国保年金課�
第3号被保険者→配偶者の勤め先�

配偶者が退職した時� 第1号被保険者の手続きをする�第1号被保険者→国保年金課�

住所が変わった時� 住所変更手続きをする�

第1号被保険者→国保年金課�

第3号被保険者→配偶者の勤め先�

氏名が変わった時� 氏名変更手続きをする�

年金手帳が2冊ある時�
年金手帳の記号番号が2つ以上ある時�

年金手帳の記号番号を統一する�

年金手帳をなくした時� 年金手帳の再発行手続きをする�

納付書をなくした時� 納付書の再発行手続きをする�京都南社会保険事務所�

保険料の納付を口座振替にする時�口座振替の申し込みをする� 金融機関・京都南社会保険事務所�

（本人）�

20歳になった時� 国民年金への加入の手続きを
する�

ど う す る �こ ん な 時 � 手 続 き 先 �
第1号被保険者→国保年金課�
第3号被保険者→配偶者の勤め先�

国
民
年
金
の
加
入
・
喪
失
・
種
別
変
更

�

国民年金の届け出・手続き先一覧�

第1号被保険者�
日本国内に住む20歳以上60歳未満
の自営業者、学生など�

保険料の納め方�
平成18年度　●●●●●円/月�
納付書や口座振替を利用して被保険
者個人で納めます。�

第2号被保険者�
厚生年金保険や共済組合などに加入
している人�

保険料の納め方�
事業主が従業員の給与などから天引
きして納めます。�

第3号被保険者�
第2号被保険者の被扶養配偶者で
20歳以上60歳未満の人�

保険料の納め方�
配偶者の加入する年金制度全体で負
担するので、個人で納める必要はあ
りません。�

国民年金の加入は3種類�国民年金の加入は3種類�国民年金の加入は3種類�

海外に住む時�

資格喪失手続きをする� 第1号被保険者→国保年金課�

国内に協力者（親族）がいる時�
→国保年金課・京都南社会保険事務所
国内に協力者（親族）がいない時
→ 日本国民年金協会�
　　（@03-3265-2885）�

任意加入手続きをする�

就
職
・
退
職
・
転
入
・
転

出
な
ど
異
動
の
多
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
年
金
の
異
動

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、将
来
、

年
金
の
受
け
取
り
額
が
減
額

さ
れ
た
り
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
届
け

出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
手
続
き
先
な
ど

に
つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

都
南
社
会
保
険
事
務
所
な
ど

で
資
格
確
認
を
し
て
い
た
だ

き
、
第
３
号
被
保
険
者
期
間

の
届
け
出
も
れ
の
あ
る
人

は
、
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所
（
３
階
の
国
民
年
金
業
務

課
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
の
特
例
は
恒
久

的
な
措
置
で
す
の
で
、
届
け

出
の
期
間
は
な
く
、
い
つ
で

も
届
け
出
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
▼
国
保
年

金
課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

０
５
７
０
・
０５
・
１
１
６

５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

寄　　付�

表　　彰�

人　　事�人　　事�

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

28日�の午前9時30分から、田
辺公園。対象は、市内に在
住・通勤・通学する高校生以
上の人。1千300円（市テニス
協会個人登録者は千円）。4月
21日�までに申し込み。
�社会体育協会事務局（〒
610-0331京田辺市田辺丸山19
田辺中央体育館内、�62-1501）
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４
月
か
ら
児
童
手
当
の
支

給
対
象
年
齢
が
、
小
学
校
第

３
学
年
修
了
前
ま
で
（
９
歳

到
達
後
の
最
初
の
３
月
３１
日

ま
で
）
か
ら
小
学
校
修
了
ま

で
（
１２
歳
到
達
後
の
最
初
の

３
月
３１
日
ま
で
）
に
拡
大
さ

れ
、
ま
た
、
所
得
制
限
も
表

１
か
ら
表
２
へ
緩
和
し
ま

す
。
な
お
、
所
得
額
の
計
算

方
法
は
表
３
・
４
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

新
小
学
校
５
・
６
年
生
の

保
護
者
と
前
回
所
得
制
限
で

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
保
護
者

は
手
続
き
が
必
要
で
す
（
公

務
員
は
勤
務
先
で
手
続
き
）。

扶養親族�
などの数�

国民年金加入者�
年金未加入者�

2人�
1人�
0人�

3,770,000
4,150,000

3,010,000
3,390,000 �

4人�

4,600,000
4,980,000

厚生年金加入者�
共済年金など加入者�

5,360,000
3人� 5,740,000

4,530,000 6,120,000

�

5人� 4,910,000 6,500,000

扶養親族�
などの数�

国民年金加入者�
年金未加入者�

2人�
1人�
0人�

5,360,000
5,740,000

4,600,000
4,980,000

4人�

5,320,000
5,700,000

厚生年金加入者�
共済年金など加入者�

6,080,000
3人� 6,460,000

6,120,000 6,840,000

表1　今までの所得制限額（単位：円）�

表2　平成18年4月からの所得制限額（単位：円）�

③障害・寡婦・寡夫・勤労学生�

⑤特別障害�
④寡婦特別�

①医療費・雑損・小規模共済など掛け金�
②老人扶養（1人につき）�

350,000

60,000

400,000

当該控除額�

270,000

表4　所得から控除できるもの（申告した内容に限る）�

（所得額）＝（年間収入額）-（給与所得控除�
または必要経費）-（一律の控除額80,000円）-�
（表4の控除額）�
収入が給与のみの人は�
（所得額）＝（源泉徴収票の給与所得控除後の�
金額）-（一律の控除額80,000円）-（表4の控除額）�
�

5人� 6,500,000 7,220,000

所得制限額の緩和�

（単位：円）�

表3　所得額の計算方法�

障害厚生年金�
障害基礎年金�

①�

障害基礎年金の受給ができる人（65歳以上）が
老齢基礎年金または遺族厚生年金と併せて受給
することができる組み合わせ�

老齢厚生年金�
障害基礎年金�

②�

遺族厚生年金の
2/3�

老齢厚生年金の
1/2�

障害基礎年金�
④�

遺族厚生年金�
障害基礎年金�

③�
※注意　○組み合わせ④は、配偶者の遺族厚生年金の場合に限ります。
　　　　○旧国民年金法の障害年金についても対象となります。�
　　　　○併せて年金を受給される場合、手続きが必要となります。�

４
月
末
に
案
内
と
認
定
請
求

書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
こ

の
制
度
改
正
に
該
当
す
る
保

護
者
に
つ
き
、
９
月
３０
日
ま

で
に
受
け
付
け
た
も
の
は
特

例
的
に
４
月
１
日
ま
た
は
支

給
要
件
に
該
当
し
た
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
し
ま
す
。

【
小
学
校
新
４
年
生
（
平

成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
児

童
が
い
る
保
護
者
】

平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た

保
護
者
は
、
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
給
し
て

い
な
い
場
合
は
、
認
定
請
求

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
小
学
校
新
５
・
６
年
生

（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
児
童
が
い
る
保
護
者
】

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
保
護
者
は
、
額
改

定
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
受
給
し
て
い
な
い

場
合
は
、
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

【
所
得
制
限
に
よ
り
受
給

さ
れ
て
い
な
い
保
護
者
】

所
得
制
限
の
緩
和
に
よ
り

児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
保
護
者
は
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

な
ど
…
▼
認
定
請
求
書
（
４

月
末
ご
ろ
送
付
）
▼
健
康
保

険
被
保
険
者
証
の
写
し
ま
た

は
年
金
加
入
証
明
書
（
申
請

者
が
厚
生
年
金
等
加
入
の
場

合
、申
請
者
の
も
の
が
必
要
）

▼
平
成
１７
年
所
得
証
明
書

（
本
市
に
平
成
１７
年
１
月
１

日
に
住
所
が
な
か
っ
た
時
）

と
平
成
１８
年
所
得
証
明
書

（
本
市
に
平
成
１８
年
１
月
１

日
に
住
所
が
な
か
っ
た
時
）

▼
申
請
者
の
振
込
み
先
の
銀

行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号

（
郵
便
局
を
除
く
）
な
ど

（
※
注
意
　
保
護
者
と
児
童

が
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、

別
居
監
護
申
立
書
と
児
童
の

住
民
票
謄
本
が
必
要
で
す
）

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
７
）

平
成
１８
年
４
月
か
ら
６５
歳

以
上
の
人
は
、
下
表
の
と
お

り
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
ま
た
は
遺
族
厚
生
年

金
と
併
せ
て
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。障

害
基
礎
年
金
は
、
同
一

の
支
給
事
由
で
あ
る
障
害
厚

生
年
金
と
併
せ
て
受
給
で
き

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
異
な
る

支
給
事
由
の
厚
生
年
金
と
併

せ
て
受
給
で
き
な
か
っ
た
た

め
障
害
が
あ
り
な
が
ら
就
労

し
納
付
し
た
保
険
料
が
、
年

金
給
付
に
反
映
さ
れ
な
い
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

障
害
基
礎
年
金
と
併
給
可
能

４
月
か
ら
老
齢
年
金
と

65歳以上の人

対
象
年
齢
と
所
得
制
限
を
拡
大�
児
童
手
当
が
変
わ
る

児
童
手
当
が
変
わ
る�

児
童
手
当
が
変
わ
る�

4月から�
就職や退職、引っ越ししたら�

届け出を忘れずに�届け出を忘れずに�

金�国民年金�

届
け
出
忘
れ
て
い
た

第
３
号
被
保
険
者
に

平
成
１７
年
４
月
か
ら
は
、

特
例
的
に
届
け
出
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
昭
和
６１
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
１７
年
３
月

３１
日
ま
で
の
期
間
の
う
ち
、

第
３
号
被
保
険
者
（
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
す
る
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
と

な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な

が
ら
届
け
出
が
遅
れ
た
期
間

に
つ
い
て
、
２
年
以
上
前
の

期
間
も
第
３
号
被
保
険
者
の

期
間
と
し
て
取
り
扱
い
、
将

来
そ
の
分
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
第
３
号
被
保

険
者
」
の
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
２
年
前
ま
で
は
さ
か

の
ぼ
っ
て
第
３
号
被
保
険
者

の
期
間
と
な
り
、
そ
れ
以
前

の
期
間
は
「
保
険
料
未
納
」

の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
や
宇

治
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
・
京
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京
田
辺
国
際
交
流
協
会

は
、
平
成
１８
年
度
総
会
の
記

念
行
事
と
し
て
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
２８
日
�
午
後

３
時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

出
演
＝
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ｏ
ａ
ｒ
ｅ
（
ム
ジ
カ
・
ソ

ア
レ
）
…
▼
熊
澤
洋
子
（
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
）
▼
田
村
仁
道

（
タ
ン
ブ
ー
ラ
・
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
ほ
か
）
▼
イ
マ
イ
ア
キ

お
箸
は
食
卓
に
お
い
て
万
能
選

手
。
で
も
そ
れ
も
正
し
く
使
え
ば
こ

そ
、
で
す
ね
。「
食
べ
ら
れ
れ
ば
い

い
」
で
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
場

合
も
あ
り
ま
せ
ん
か
？
。
正

し
い
箸
づ
か
い
を
身
に
つ
け

て
い
れ
ば
、
知
ら
ず
に
周
り

の
人
を
不
愉
快
に
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
ど
こ
で
も
自
信
を
持
っ
て

食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
本
で
は
、
箸
づ
か
い
の
ほ
か

に
も
食
事
に
ま
つ
わ
る
作
法
が
い
ろ

い
ろ
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ど
う

や
っ
て
食
べ
た
ら
い
い
の
？
」
と
密

か
な
悩
み
だ
っ
た
あ
れ
こ
れ
も
解

決
！
。
遊
び
な
が
ら
身
に
つ
く
楽
し

い
練
習
方
法
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
親
子
で
美
し
い
箸
づ
か
い
を

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

お
　
知
　
ら
　
せ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）
・中部分室（中部住民センター内）で借りられ
た本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:30～4:00
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
三山木駅前�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

2:50～3:30

2:50～3:20

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

JA田辺南支店横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停�

普賢寺�

11�
25

18

4:20～4:50

17

巡回日�

16

10�
24

9�
23

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

5月の移動図書館『かんなび号』巡回表�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

『
箸
づ
か
い
に
自
信
が
つ
く
本
』

小
倉
　
朋
子
／
監
修

リ
ヨ
ン
社
／
発
行

京
田
辺
の
玉
露
は
、
１
９
４

８
年
第
二
回
全
国
茶
品
評
会
で

故
山
下
新
一
さ
ん
が
玉
露
部
門

一
等
一
席
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

を
受
賞
し
た
の
を
は
じ
め
、
１５

回
の
一
等
一
席
を
受
賞
。
良
質

な
お
茶
が
で
き
る
地
域
に
贈
ら

れ
る
産
地
賞
も
、
１１
回
受
賞
し

て
い
ま
す
。

最
近
の
品
評
会
は
、
味
の
旨

味
や
香
り
よ
り
茶
葉
の
形
や
見

栄
え
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
あ
り

苦
戦
を
し
て
い
ま
す
が
、
目
利

き
の
プ
ロ
で
あ
る
全
国
の
茶
業

者
か
ら
は
、
審
査
の
後
行
わ
れ

る
出
品
茶
販
売
会
で
、
他
府
県

上
位
出
品
者
よ
り
も
高
値
で
落

札
さ
れ
、
ほ
ん
ま
も
ん
の
玉
露

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、「
京
田
辺
っ
て

何
が
有
名
な
の
？
」
と
聞
か
れ

た
ら
、
自
信
を
持
っ
て
「
玉
露
」

と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
４
）

なぜ京田辺玉露が日本一なの？�

ブレイクタイム�

京田辺玉露ブレイクタイム�京田辺玉露ブレイクタイム�

シリーズ2

京田辺玉露�

ブレイクタイム�

まちのできごとを�
紹介します�

ポケット�
　カメラ�

ポケット�
　カメラ�
ポケット�
　カメラ�

まちのようす�
を紹介します。�

滝山ビル2階��地下駐車場有り�
滝山ビル2階��地下駐車場有り�

京
田
辺�

新
田
辺�

山城ひまわり基金

山城ひまわり基金

�
法律事務所

法律事務所

�
山城ひまわり基金�
法律事務所�

アルプラザ�

スーパー�
山田屋�

（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）
▼
牧

瀬
敏
（
ダ
ラ
ブ
ッ
カ
）

参
加
費
＝
無
料
。た
だ
し
、

事
前
に
整
理
券
が
１
人
１
枚

必
要
で
す

定
員
＝
先
着
２
５
０
人

受
付
開
始
日
＝
４
月
２４
日



受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
と
祝
日
を
除
き
ま
す
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田

辺
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
秘
書
室
内
、
�
６４
・
１
３

２
２
）

京
田
辺
市
内
に
「
山
城
ひ

ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」

が
開
所
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

弁
護
士
が
少
な
い
地
域
で
の

需
要
に
対
応
し
よ
う
と
、
日

本
弁
護
士
連
合
会
の
ひ
ま
わ

り
基
金
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

公
設
事
務
所
で
す
。

開
設
に
あ
た
り
、
所
長
の

細
川
治
弁
護
士
は
、「
弁
護

士
は
敷
居
が
高
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
気
軽

に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山
城
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律

事
務
所
＝
京
田
辺
市
田
辺
中

央
五
丁
目
１
・
７
　
滝
山
ビ

ル
２
階

相
談
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
７
時

電
話
番
号
＝
６２
・
０
１
１

８

春
を
彩
る
虚
空
蔵
谷
川
の
桜

見
ご
ろ
迎
え
お
花
見
楽
し
む

大
住
小
・
中
学
校
の
西
側
を
流
れ
る
虚
空
蔵
谷

川
の
桜
並
木
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
道
行
く
人
た
ち

は
足
を
休
め
、
見
事
な
桜
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

同
川
の
桜
並
木
は
、
地
元
の
西
八
虚
空
蔵
谷
川

畔
桜
並
木
愛
護
会
が
１０
年
以
上
前
か
ら
保
存
・
管

理
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
人
が
約
７
０
０

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
桜
並
木
を
見
に
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
開
花
を
迎
え
る
こ
ろ
に
あ

わ
せ
て
、
同
会
は
花
見
場
所
を
設

け
た
り
、
紅
白
の
ぼ
ん
ぼ
り
や
ち

ょ
う
ち
ん
で
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
、
桜
の
美
し
さ
を
一
層

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

同
会
会
長
の
西
村
茂
利
さ
ん
は
、

「
長
年
保
存
し
て
き
た
桜
並
木
な
の

で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

31人が新たに消防団に入団
4月2日に中央公民館で消防団入退団式が行われ、地域の安全・
安心を守る31人が新たに入団しました。
式典では、中川雅義消防団長から32人の新役員と、新入団員に
辞令が交付。新入団員を代表して、久保良太さんが宣誓し、防災
への意気込みを表明しました。また、25人の退団者には、長年の
労苦をねぎらい、感謝状や記念品が贈られました。

同
大
で
け
い
は
ん
な
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
に
討
論

同
志
社
大
学
は
、
市
な
ど
と
共
催
で
３

月
２５
日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
け
い
は
ん
な
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
」
を

開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
大
学
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
文
部
科
学

省
の
平
成
１７
年
度
現
代
的
教

育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
の
を
受

け
、
開
か
れ
た
も
の
。

会
場
で
は
、
今
里
滋
同
大

学
大
学
院
教
授
が
他
市
の
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
大
学
と

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
講
演
。そ
れ
に
引
き
続
き
、

学
研
都
市
推
進
機
構
の
輔
信

捷
三
常
務
理
事
・
本
市
の
岡

本
仁
助
役
・
観
光
協
会
の
田

宮
宏
悦
会
長
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ゅ

う
た
な
べ
倶
楽
部
の
杉
岡
秀
紀
代
表
と
同

志
社
大
学
の
片
山
傅
生
副
学
長
が
、
け
い

は
ん
な
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
討

論
を
行
い
、
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
（
＝
写
真
）。

山城ひまわり基金法律事務所�

山
城
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

山
城
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所�

山
城
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所�

気
軽
に
ご
相
談
を�

市
内
に
開
所�

東
欧
の
ダ
ン
ス
音
楽

東
欧
の
ダ
ン
ス
音
楽�

東
欧
の
ダ
ン
ス
音
楽

東
欧
の
ダ
ン
ス
音
楽�

東
欧
の
ダ
ン
ス
音
楽�

国際交流協会
総会記念行事

２４
日
か
ら

受
付
開
始

コ
ン
サ
ー
ト
で
国
際
交
流
し
よ
う

ちょうちんが飾られた桜並木（4月7日）

Ｍｕｓｉｃａ　Ｓｏａｒｅ（ムジカ・ソ
アレ）…セルビア、ボスニアなどのバルカ
ン地方のコロという輪舞の音楽やルーマニ
ア、ブルガリア、マケドニアなど東欧地域
のダンス音楽を中心に演奏するユニット。
ヴァイオリン奏者、熊澤洋子（＝写真）を
中心にメンバーが集まり、各地でワークシ
ョップなどを開き、その魅力あふれるダン
スと音楽を紹介しています。

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

一
等
一
席
を
め
ざ
し
本
市
か
ら

玉
露
が
出
品
さ
れ
ま
す

辞
令
を
受
け
敬
礼
す
る
団
員


